
はじめにお読みください

〈安全作業〉

作業の服装と防護具

草の刈り取りかた

健康維持への配慮

使用前のチェック

図のような各種保護具を着用しましょう。目を保

護する保護メガネなども必ず使用してください。

[ 複数での作業 ]

作業中は作業者から 5 ｍ以内を危険区域と

し、絶対に他人が入らないようにしましょ

う。さらに 15 ｍ以内に他人が立ち入らな

いようにするとより安全です。

[ 作業前の障害物除去 ]

作業場所の障害物（空缶、空ビンなど）は取

り除きましょう。刃の当たりか

たによっては、刃こぼれ・障害

物の飛散を引き起こします。

振動障害の予防対策として、１日あたり 2 時間以内、１回あたりの連続作

業を 30 分以内とし、作業後は 10 ～ 20 分以上の休憩を取ってください。

夏場の作業では熱中症にならないよう、適度な水分補給を行ってください。

また、1 日の作業時間は取扱説明書を参照してください。

[ 刈払機編 ]
２サイクルエンジン用
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[ キックバック ]
この範囲で刈刃が硬いものに当たると、 反動
で刈刃が予測しない方向へ跳ね返されます。

危険な操作

※ 日本農業機械化協会の許可を
得てイラストを使っています。

保護メガネを着けない
で作業すると、 飛散物
が目に入って失明など
の重大事故を起こす危
険があります。
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[ 刈りかた ]

刈刃は常にヒザより低い

位置で作業し、右図のよ

うに刃の左上部で刈るこ

とが基本です。刈り取り

は右から左へ振りながら

刈りましょう。

[ 高温注意 ]

刈払機後方 1 ｍ以

内の物は焼損し、火

災を起こすおそれが

あります。
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〈取扱操作〉

使用前のチェック

エンジン回転の目安

作業後のチェック

[ 刈刃の取付点検 ]

刈刃の損傷・変形の有無を点検し、異常があれば新

しい刃と交換してください。刃受金具、刃押え金具、

ボルト、ナットのゆるみと摩耗を点検してください。

交換は付属工具を使用し、刃の表裏や刃受金具の凸

部からずれないように注意してください。

[ エンジン部 ]

次回の使用まで 10 日間以上ある場合は、タンク・

キャブレタ内の燃料を抜き取ってください。エン

ジン各部にゴミが詰まっていると、エンジン不調

の原因になります。必要に応じ清掃してください。

また、点火プラグの点検・清掃を行いましょう。

[ 本体部 ] ‐ ギヤケースなど

ギヤケース、刃受金具などにヒモやゴミ詰まり

があれば取り除きます。ギヤケースの刃物軸を

矢印の方向に手で回しながら、耐熱用リチュウ

ム系グリスを注入します。（20 ～ 50 時間毎）。

各部のボルト、ナットのゆるみを点検し、必要

に応じ増締めしてください。

必ず取扱説明書をお読みになってからご使用ください。

作業時のエンジン回転は、右表を目安にして草

の状態に合せ調節をしてください。

[ 燃料の確認 ]

燃料は無鉛ガソリンに市販の 2 サイクル専用オイ

ル※ 1 を下記の割合で混合し、使用してください。

※ 1： 2 サイクル専用オイルは JASO 性能分類により FB、FC、FD の 3 種に分

類され、容器に表示されています。（FA グレードは現在廃止されています）

■燃料混合表

ガソリン
２サイクル専用オイル

50：1（FD, FC 級） 25：1（FB 級）

1 Ｌ 20 ｍＬ 40 ｍＬ

5 Ｌ 100 ｍＬ 200 ｍＬ

刈刃の種類 スロットルレバー位置

金属刃 全開の７～ 8 割

ナイロンローター 全開

５

６

７
タンクから キャブレタから

①プライマポンプを何回か押す

②タンク内の混合燃料を排出する

③始動し止まるまで運転する

刈刃

刃受金具

回転方向

締まる ゆるむ 

ギヤケース

コンビボックススパナ

（付属工具）

刃押え金具

（刃物ボス B）

丸棒もしくは６角棒スパナ （付属工具）

※差込み口は機種により異なります。

ボルト
もしくはナット

オーバーフローパイプ
（黄色半透明）

プライマポンプ

注入口

ボルト

グリス

ギヤケース

刃受金具

刃物軸

手で回しながら入れる

× 誤り

刃受金具凸部 ずれて
スキマがある



トリガースロットルレバー
低速回転側いっぱい
（アイドリング位置）

コントロールレバー

スロットルレバー

ロックレバー

本製品をお使いになる前に必ずお読みください。

組立方法は、取扱説明書の組立ページを参照ください。

組立完了後、スロットルワイヤの遊び調整を下記の手順で行ってください。

実際の使用状態に近づけてスロットルワイヤ

の遊び調整をするためです。フレキシブル

シャフトの曲げ具合も実際の使用状態を想定

して曲げてください。

注意

① スロットルワイヤの遊び調整は、図のようにフ

レキシブルシャフトを曲げた状態で行ってくだ

さい。

またスロットルワイヤが、フレキシブルシャフ

トに平行に沿っていることを確認してください。

② ノブボルトをゆるめて、クリーナカバーを

クリーナケースから外してください。

④  ノブボルトを締め付けて、クリーナカバーをク

リーナケースに取り付けてください。

ノブボルトは、しっかり締め付けてください。

③  トリガースロットルレバーのコントロールレバーを低速側いっぱいに戻します。スロットルレバーを

握らない状態で、インナワイヤを指でつまんで軽く引いた時に、スロットルワイヤの遊びが2mm

程度あれば正常です。遊びが大き過ぎたり小さ過ぎる場合は、下記の要領で調整してください。付属

の両口スパナでロックナットをゆるめて、ワイヤアジャスタ（スクリュ）を調整してください。

遊びは、ワイヤアジャスタ（スクリュ）を右に回すと大きくなり、左に回すと小さくなります。

調整した後、ロックナットを両口スパナで締めて固定してください。

スロットルワイヤの遊び調整　補足説明書

インナワイヤ

ワイヤアジャスタ
（スクリュ）

ロックナット

クリーナーカバー

クリーナーカバー

クリーナーケース

フレキシブルシャフト

スロットルワイヤ

クリーナーケース

ノブボルト

ノブボルト

ゆるむ

しまる

２mm
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